












































































































































































































































































































440 佐藤 Polarographyによる癌反雁｛　VI 札幌医誌1953
第2表 実瞼fiEj．腹膜．炎
濾　液　反　臨 60％メ　タ　ノ　ーノレ法
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江肋腹灘
当厚肉敵勢旗
篇目のみの影響
　　　　　　　　　　置寺向　　　　　　穐侭　　　　7る
渡反雁‘申間働
24蒔問目から低下の一途を辿り，　その減少率を前値と72
時間値の平均値の差について吟味すると，推計学的に有意
．である。
　2）三二的腹膜炎：　第2表の如く肉腫移植の場合とか
なり相違した傾向を示す。即ち24及び48時問目の波高は
WI，　Wriともに必らずしも低下を示さず，中にはむしろ
一過性に上昇を示すものもあり，推計学的にも無論有意の
痕商
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差異を認め得ない。中間値ではむしろ僅少ながら上昇傾向
を認め得た。
　即ち濾液反憾上は吉田肉腫移植並びに実瞼的腹膜炎とも
に同一上昇傾向を宗した濠高が，本法によると吉田肉腫移
植時には低下するに反して実瞼的腹膜炎の際には上昇ない
しは不変の態度を示し，一見相反するかの如き傾向を示
す。
　3）採血による影響：　第3表の如く24時問目にはむ
しろ一時上昇し，48時聞目に到って低下する。從って対照
実瞼成羽は肉腫及び炎症問の相違に大きな影響を賑えると
は考えられない。　　　　　　　　　、
　これ等の関係を中問値について図示すると第2図の如く
である。
C。SM指数について
　以上の結果を更に明催にするために前報1）の如き理由に
基くSM指数を算出してみた。
　1）吉田肉腫腹腔内移植実駿：，第1衷の如く24時間
目には1．77～2．00，ZF均1．89を示すが，48時問目には2．46
～3．09，亭均2，62，72時…問目には2．77～3．42，平均3．03の
高値を示した。
　2）実駿的腹膜炎＝　第2表の如く24時間目には1．76
～223，tS均1．98と前者よりも高値を示したが，48時面目
には2．01～2．26，午均2．15で賦活よりも闇値を示した。ま
t72時固目も2．23で殆ど変らない。
　即ち本指数によって肉腫及び炎症問の差異を求めると，
第3図に示す如く48蒔問目に明かに相違を示す。
　3）採血による影響：第3衷及び第3図の隠田底夢て
軽度の上昇を示すが，前記の実験成績に影響を興え多とは
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考えられ，ない。
D．血清蛋白茸について
　以上の実験と平行して血清蛋白濃度の変化を追求する
と，第1，2及び3表並びに第4図に示す如く，肉腫移植の
際は大体探血による影響と平行した減少傾向を示すが，実
証的腹膜炎では24及び48時問目に比較的顯著に減少を示
し，72時問目には再び増加傾向を示した。
　即ち60％メタノール法及びSM指数にみられた傾向と
或程度関連あるものの如くである。
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　第4図血溝蛋白量について．
総括並びに考按
時｝司
　血清濾液反慮は吉田腹腔肉腫並びにテレピン油
腹膜炎ともに24時閻同より陽縣し，　その経過は
柴田の報告2）・3）と全く一致する。波高の推移から
すると炎症時僅かに早期上昇の傾向を認めるが，
鑑別上の対象となる特異な所見とは認め難い。
　また対照実験として行った採血による影響でも
緩徐な上昇傾向を示すが，その場合Wrの上昇率
がより著明である。この点は同時に行った蛋白量
（濃度）の消長でその遊減に雫行ずることから，
TropP4）のいわゆるccossing　effectがin　vivoに
も認められ，その起因するところはともかくとし
てこの実験條件下におけるcrossirig　pointが大体
血清蛋白量6・4％あたりに認められたと解釈され
はしまV・か。
　i次に60％メタノール法によると，吉田肉腫腹
4）　Tropp，　C．　et　al．：　Z．　physiol．　Chem．　262，　225　（1939）．
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腔内移植時には24時闇口よりWI，　Wnともに低
下を來たすが，tれに反しテレピン油腹膜炎では
必ずしも低下せす，むしろ僅かながら上昇傾向が
認められる。対照探血群では24及び48時閥’ﾚに
一時上昇し，72時聞目に：は再び低下する。
　即ち悪性腫瘍と炎症で一見相反するζれ等の関
係は，探血による低蛋白血惹起の影響例えば上述
のcrossing　effect類似の現象の如き，軍一・機序
に支配されて起るものではなく，その上に重複関
與する複難な因子を老慮に：容れなければならぬこ
とを示唆するものである。
　即ちこれ等病態機序の本質的相違はともかくと
して，悪性腫瘍の際には常’に止ることのなV・病変
の進展に件なう血清蛋白像の変化が推測され，炎
症時には宿る時期における反慮の停止が考慮され
る等，從って主としてそれぞれの心像自体の相違
とその時面的関係とから「ポ」コバルト蛋白波形
成機構にかくの如き現象が現われるので，その本
態についてはこれまでの槍査範囲でぼ未だ結論づ
けることは出歯なV・。この点に関しては後報の予
定である。
　奥に：これ等の関係をSM指数として観察する
と，48～72時間値について悪性腫瘍では高く，炎
症では低く，明かにその間の鑑別が可能である。
本指数の意味するところについては，前項に述べ
た如くかかる悪性腫瘍及び炎症闇で相違する「ポ」
コバルト蛋白波形成機序の本態の解決に侯たねば
ならなV・が，私はこれまでの範囲内において指数
算出に：より臨床上鑑別の判断に：便することを企図
して，その事実を今回の動物実験によっても実証
し得たと信じている。
　なお血清蛋白：量の変動については第2項に：おい
て触れたが，炎症反慮の停止なV・し可逆性と考え
られるところと或る程度の関係を持つかの如く，
テレピン油腹膜炎の際に限り，本実蘭引件下に：お
いては72時間目より再び蛋白量の増加傾向が認
められる。これに対し吉田肉腫移植並びに対照採
血実験では一方的に低下傾向を示した。しかして
この事実が60％メタノール法及びそのSM指数
としての鑑別の拠点にどの程度，且つ如何なる機
序で関係をもつかも今後の問題として残される。
結 論
　前回臨床的に癌を主とする悪性腫瘍と炎症の鑑
別法として提唱した，「ポ」60％メタノール法及
びSM指数を，　ラッチの吉田肉腫移植並びにテ
レピン油注入腹膜炎について実眠し，先きの場合
と全く一致した成績を得た。
　即ち本法により動物実駿上，また臨床上「ポ」
の癌を始めとする悪性種瘍及び炎症反慮間の鑑別
が可能であると考える。
　　　　　　　　　　　　　（昭和28．9．19受付1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　己
　　Previously　1　made　a　report　on　the　differentiation　between　malignant　tumor，　espe，cially
cancer　and　infiammation　clinically，　using　the　60％　methanol　fractionation　method　and　SM－
index　of　polarog：raphy．　On　this　occasion，　1　experimented　on　Yoshida－sa：　coma　and　experi－
mentaly　produced　peritonitis　treated　wjth　turpentine　oil　of　rat，　applying　this　same　method，
and　have　obtained　completely　similar　results．
　　In　other　words　1　think　that　it　may　be　possible　to　differentiate　malignant　tumor　in一．
cluding　cancer　g：　om　inflammation　by　using　this　method　both　experimentally　and　clinically．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Reeeived　Sept．　19，　1953）
